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前回の委員会での確認事項は以下のとおりである。

１．前回の確認事項 3

該当頁対応内容指摘事項No.

P.4

罹災証明交付時の現地写真から噴砂が確認できた
位置および、住民意向調査（アンケート）にて、噴砂
の有の回答があった場所等の情報を収集した。
（参考資料に示す。）

噴砂が起きた場所を現地踏査や可能であれば住民
の方に確認し、地図に落とすこと。

1

P.5発災後確認した横断クラックの位置を追加した。横断クラックの位置を追加すること。2

P.6
標高断面図に図示した。また、地形図に記載のある
標高数値は間違っている可能性が高く、道路面にお
いては、盛土ではないと判断される。

前回資料のP.12の最も被害が広がった範囲は、標
高変化図ではどこにあたるのか。標高変化図の北側
（グラフ右側）は盛土ではないのか。

3

P.7
参考資料に柱状図を追加した。
（③-③‘断面にある七窪No.1と七窪No.2地点の柱
状図を代表で示す。）

このエリアについて、参考資料の③-③‘断面を見る
と、N値が小さくなっている。断面図だけでなく、詳
細な柱状図を確認したい。

4

P.8

DEMデータ（1m）を確認した結果、標高7m以上の
範囲に凸凹はなく、砂丘間低地はない。
ただし、七窪地区の旧地形の聞き取り調査より、地
下水位が浅い範囲（地区北東部）は、過去に「湿地」
や「沼地」であることが確認された。

前回資料のP.14 色別標高図における標高7m以上
のエリアは、表面が凸凹していることはないか。砂丘
間低地はないか確認してみたらどうか。

5

P.9

SWS調査を16地点実施し、このうち4地点におい
て液状化判定を実施した。
また、このうち3地点において、SWSの際に試料採
取を行い粒度試験を実施した。
本資料P.２3～２4に液状化被害可能性判定結果、
および参考資料に液状化判定結果シートを示す。

前回資料のP.25 この関係が正しいか現状判断が
つかないため、液状化判定結果の再確認と、SWS試
験を実施するのならば、試料採取を行い、物理試験
（粒度試験）を実施し、この地点も評価したらどうか。

6

前回の確認事項



対応内容指摘事項No.

罹災証明交付時の現地写真から噴砂が確認できた位置
および、住民意向調査（アンケート）にて、噴砂の有の回答
があった場所等の情報を収集した。
（参考資料に示す。）

噴砂が起きた場所を現地踏査や可能であれば住民の方
に確認し、地図に落とすこと。

１

１．前回の確認事項 4

個人情報が含まれるため
非表示としています



対応内容指摘事項No.

発災後確認した横断クラックの位置を追加した。横断クラックの位置を追加すること。２

１．前回の確認事項 5

凡 例

噴砂(罹災証明)

噴砂(アンケート回答:35世帯)

クラック・⻲裂

沈下

隆起

擁壁等の傾斜

公共施設の被害状況（北側） 公共施設の被害状況（南側）

●
公⺠館

●ドラッグストア

●
二の橋

↓コンビニ

●三の橋

●五の橋

●六の橋

●一の橋

個人情報が含まれるため
非表示としています



１．前回の確認事項

対応内容指摘事項No.

標高断面図に図示した。また、地形図に記載のある標高
数値は間違っている可能性が高く、道路面においては、
盛土ではないと判断される。

前回資料のP.12の最も被害が広がった範囲は、標高変
化図ではどこにあたるのか。標高変化図の北側（グラフ右
側）は盛土ではないのか。

3

【市道の高さに関して】
・現況の地形図において、下左図の赤丸（標高3m）は、実際には標高5.34mであり、標高3mの表示は明ら
かに間違っている。
・下右図の赤枠（標高3m）も現況地形図と同じところに同様の表記があり、間違っている可能性が高い。この
時にも、既に市道は存在している→道路面の高さは1968年当時、既に標高5m以上あり、道路面において、
この後に盛土を行ったものではないと考えられる。

現況の地形図（国土地理院）

対象区域
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１．前回の確認事項

対応内容指摘事項No.

参考資料に柱状図を追加した。
（③-③‘断面にある七窪No.1と七窪No.2地点の柱状図
を代表で示す。）

このエリアについて、参考資料の③-③‘断面を見ると、N
値が小さくなっている。断面図だけでなく、詳細な柱状図
を確認したい。

4
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１．前回の確認事項

対応内容指摘事項No.

DEMデータ（1m）を確認した結果、標高7m以上の範囲
に凸凹はなく、砂丘間低地はない。
ただし、七窪地区の旧地形の聞き取り調査より、地下水位
が浅い範囲（地区北東部）は、過去に「湿地」や「沼地」であ
ることが確認された。

前回資料のP.14 色別標高図における標高7m以上のエ
リアは、表面が凸凹していることはないか。砂丘間低地は
ないか確認してみたらどうか。
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●

七窪地区

水平距離(m)

標高
(T.P.+m)

●公⺠館

七窪地区

七窪地区
標高範囲

出典：国土地理院_色別標高図より一部加筆 出典：七窪地区の旧地形の聞き取り調査(かほく市より提供)

●公⺠館

地下水位が浅い範囲
（地区北東部）は、
過去に「湿地」や「沼地」で
あった。●

ドラッグストア

●五の橋

●三の橋

●六の橋

●二の橋

●一の橋



１．前回の確認事項

対応内容指摘事項No.

SWS調査を16地点実施し、このうち4地点において液状
化判定を実施した。
また、このうち3地点において、SWSの際に試料採取を
行い粒度試験を実施した。
本資料P.２3～２4に液状化被害可能性判定結果、
および参考資料に液状化判定結果シートを示す。

前回資料のP.25 この関係が正しいか現状判断がつか
ないため、液状化判定結果の再確認と、SWS試験を実施
するのならば、試料採取を行い、物理試験（粒度試験）を
実施し、この地点も評価したらどうか。

6
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２．追加調査結果

2.1 追加調査の目的・内容

【目的①：正確な地下水位測定と地下水位コンター図の作成】

【目的②：高有機質土Ap層および粘性土層Ac層の地盤沈下の可能性把握】

（ⅰ）地下水位の面的挙動把握
面的な配置でSWS試験を１６箇所実施し、定期地下水位観測孔とする。

（ⅱ）地下水位の季節変動等の経時変化的な挙動把握
追加ボーリング地点（１箇所）にて、自記水位計による連続地下水位観測孔とする。

（ⅲ）Ad層の透水性の把握
追加ボーリング地点（１箇所）にて、 Ad層を対象に現場透水試験を実施する。

（ⅰ） 軟弱層であるAp層、Ac層の圧密特性の把握
Aｐ層、Ac層を対象に圧密試験を実施する。

（ⅱ） Ap層、Ac層を対象とした地盤沈下の検討
地下水位の低下に伴うAp層、Ac層における地盤沈下の検討を行う。

出典：かほく市液状化対策工法検討業務 第１回技術検討委員会より
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２．追加調査結果

2.2 調査位置・結果および断面図
・追加ボーリング調査地点 は北東部の1地点（連続地下水位観測）、既往ボーリング調査地点 は19地点。
・SWS地点 は計16地点（定期地下水位観測）。

事業範囲
(かほく市七窪地区)

・南北：約750m
・東西：約250m
・面積：約180,000ｍ2

断面線：計5断面

SWS調査地点(定期地下水位観測) ：計16地点

既往Bor地点：計19地点

追加Bor地点(連続地下水位観測) ：計1地点

凡 例
●公⺠館

●ドラッグストア

二の橋

三の橋

五の橋

六の橋

一の橋
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旧湿地 旧沼

２．追加調査結果

【地質断面図(断面①)】

①

①’

・追加調査で実施したSWS試験結果を追加した。
・砂丘層内において、下部に従いN 値
が大きくなることから、N 値を基に
Ad１層、Ad2層の2層に分けた。

・旧地形より、地区の北東部にて、
過去に「沼地」、「湿地」が存在した。

① ①’

公⺠館 ドラックストア

ドラックストア

公⺠館

二の橋

三の橋

一の橋 二の橋 三の橋

六の橋

六の橋

2.2 調査位置・結果および断面図

【地質断面図(代表断面①-①´)】

追加ボーリング地点
七窪No.4
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地質・土質 N値

1〜24

4〜50

有機質土
砂質有機質粘土

、有機質粘土
0〜8

第1砂質土 シルト質砂 2〜7

粘性土
砂まじりシルト

、砂質シルト
0〜8

第２砂質土
シルト混じり砂

、シルト質砂
1〜32

地 質 層 序 表
地質時代

新

生

代

第

四

紀

完

新

世
沖

積

層

分布、岩相、層相地層名 記号

Ad1

Ap

As1

細砂〜中砂を主体、⼀部で細粒分をわずかに含む。

全般に均質。

下部につれて、N値が⾼くなり、礫分を少量混⼊する。

分解の進んだ有機物を主体とし、

⼀部で細砂〜中砂を20〜30%含む。

細砂を主体とし、細粒分を20〜50%含む。

⼀部で細粒分が卓越する。

細砂を15〜30%含むシルト。全般に腐植物を少量

含む。

細砂を主体とし、細粒分を10〜40%含む。

一部で、中砂やシルトの薄層が混入する。

砂丘
シルト混じり砂

、砂 Ad2

Ac

As2

五の橋

一の橋

五の橋



２．追加調査結果

2.2 調査位置・結果および断面図

【標準貫入試験結果】

13

N値のヒストグラム(七窪地区内)

設計用N値の設定方法
出典：(株)総合土木研究所：
基礎工 Vol.37,No.4(2009)特集 最近の基礎設計に用いる地盤物性値,
pp.9~12,2009.4

※データは全て既往資料の結果
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最大値 最小値 平均値μ 標準偏差σ 変動係数V 代表N値 設計用N値 設定根拠

Ad1層 46 24 0 7.7 5.8 0.75 4.8 5 平均値-0.5σ

Ad2層 40 50 4 19.9 11.7 0.59 14.0 14 平均値-0.5σ

有機質土層 Ap層 9 8 0 4.8 2.2 0.47 3.7 4 平均値-0.5σ
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N値の標高分布図(七窪地区内)

※データは全て既往資料の結果



２．追加調査結果

2.2 調査位置・結果および断面図

【室内土質試験結果(物理特性）】

14

Ad1 層 ﾃﾞｰﾀ数 27 As1 層 ﾃﾞｰﾀ数 4

Ad2 層 ﾃﾞｰﾀ数 12 7) Ac 層 ﾃﾞｰﾀ数 10

Ap 層 ﾃﾞｰﾀ数 2 7) As2 層 ﾃﾞｰﾀ数 28

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

Ad2層

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

Ap層

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

Ad1層

粒 径 (mm)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

粒 径 (mm)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.850 0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.850

0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.850

通
過

質
量

百
分

率
(%
)

粒 径 (mm)

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.850

As2層

As1層

Ac層

0.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.8500.005 0.075 0.250 2 4.75 19 75

シルト粘土 細砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫中砂

0.850

湿潤状態

γt(kN/m
3
)

Ad1層
19

(一般値)
5 5.4

Ad2層
19

(一般値)
14 8.6

Ap層 12 4 72.9
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各物理試験項目における標高分布図(七窪地区内)

各地層における粒径加積曲線(七窪地区内)

出典：社)地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，p205，2020.12

表1 代表的な湿潤密度・自然含水比の例

Ac層

Ap層

Ap層

Ac層 As1層Ad1層 As2層

各地層の設定土質定数

0.005mm 0.075mm 0.005mm 0.075mm

Ad2層



【地下水位コンター図（標高表示）】

２．追加調査結果

2.3 現況地下水位

・七窪地区内の地下水位勾配は、旧宇野気川方面（南東方面）へ向かい傾斜している。

●公⺠館

●ドラッグストア

●二の橋
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【地下水位コンター図（GL-表示）】

２．追加調査結果

2.3 現況地下水位

・七窪地区内の地下水位（GL-表示）は、地区の北東部にて地下水位が浅い。

●公⺠館

●ドラッグストア

●二の橋

16



過年度 孔番号 地層記号 地盤高 試験区間 透水係数k (クレーガー法) 代表透水係数k

今年度 T.P.(m) T.P.(m) (m/s) 平均値(相乗) (m/s) (m/s)

過年度 七窪No.2_R7.3 Ad1 5.98 2.98 〜 1.98 非定常法(注水法) 6.08E-05

過年度 B.H9-No.2_H10.3 Ad1 5.72 3.12 〜 2.42 非定常法(回復法) 1.75E-05

過年度 B.H9-No.4_H10.3 Ad1 6.67 5.17 〜 4.47 非定常法(回復法) 1.88E-05

過年度 B.H9-No.5_H10.3 Ad1 6.03 3.83 〜 3.03 非定常法(回復法) 1.45E-06

過年度 No.1_H9.3 Ad1 9.45 7.45 〜 3.45 非定常法(回復法) 9.85E-06

過年度 No.2_H9.3 Ad1 10.39 8.39 〜 -1.61 非定常法(回復法) 2.21E-05

過年度 No.3_H9.3 Ad1 10.51 8.01 〜 3.51 非定常法(回復法) 1.83E-05

過年度 No.4_H9.3 Ad1 8.79 6.29 〜 3.79 非定常法(回復法) 1.24E-04

過年度 No.5_H9.3 Ad1 5.15 3.55 〜 1.15 非定常法(回復法) 7.28E-05

今年度 七窪No.4 Ad1 5.43 2.50 〜 2.51 非定常法(回復法) 5.17E-05

Ad2 〜 現場透水試験実施無し 4.70E-05 4.70E-05 クレーガー法より

Ap 〜 現場透水試験実施無し 5.80E-09 5.80E-09 クレーガー法より

過年度 No.6_H9.3 As1 5.34 0.39 〜 -1.01 非定常法(回復法) 1.83E-06 1.83E-06 1.43E-06 1.83E-06 現場透水試験より

Ac 〜 現場透水試験実施無し 2.43E-08 2.43E-08 クレーガー法より

As2 〜 現場透水試験実施無し 2.32E-06 2.32E-06 クレーガー法より

2.36E-05 3.69E-05 2.36E-05 現場透水試験より

設定根拠
透水係数k（現場透水試験）試験方法

（単孔式）

透水係数 k （m/s）

清浄な礫
｛ＧＷ｝ ｛ＧＰ｝

砂および礫
｛ＧＷ｝ ｛ＧＰ｝
｛ＳＷ｝ ｛ＳＰ｝

｛Ｇ-Ｍ｝

特殊な変水位
透水試験

定水位透水試験

なし

透水係数を直接
測定する方法

特殊な変水位
透水試験

変水位透水試験

清浄な砂と礫は粒度と間隙比から計算

対応する土の種類
粘性土
｛Ｃ｝

透水係数を間接的
に測定する方法

圧密試験結果から計算

微細砂，シルト，
砂―シルト―粘土混合土

｛ＳＦ｝ [Ｓ-Ｆ] ｛Ｍ｝

実質上不透水 非常に低い 低 い 中 位 高 い透 水 性

10
-5

10
-4

10
-3

10
-2

10
-1

10
-0

10
-11

10
-10

10
-9

10
-8

10
-7

10
-6

社）地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，p450，2020.12

２．追加調査結果

2.４ 現場透水試験結果および代表透水係数

【Ad層(Ad1層)の透水性(現場透水試験結果)および代表透水係数】
・今回の現場透水試験結果は、１０-５m/sオーダーとなり、過年度と同程度の結果（透水性は「低い～中位」。）
（※クレーガー法による各地層の透水係数と現場透水係数は同程度であった。）
・各地層の代表透水係数k は、現場透水試験より設定し、現場透水試験の実施が無い地層に関しては、クレーガー法により
推定された透水係数の平均値にて設定した。

Ad1層As1層

As2層
Ac層Ap層
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Ad2層

Ad1層

Ad2層

Ap層

As1層

Ac層

As2層

同程度

同程度

クレーガー法による
推定透水係数現場透水試験結果 代表透水試験



貫入試験

中心深度

SWS試験

換算N値

標準貫入試験

N値
土質

(稲田式)

1.3 2.0 4 砂質土

2.3 2.8 6 砂質土

3.3 5.8 8 砂質土

4.3 11.6 12 砂質土

1.3 2.0 2 砂質土

2.3 5.5 1 砂質土

3.3 11.4 4 砂質土

4.3 11.1 11 砂質土

1.3 3.3 2 砂質土

2.3 4.9 7 砂質土

3.3 4.9 7 砂質土

4.3 9.2 12 砂質土

1.3 5.5 4 砂質土

2.3 9.2 5 砂質土

3.3 13.5 6 砂質土

4.3 3.9 13 砂質土

1.3 5.2 12 砂質土

2.3 5.8 16 砂質土

3.3 6.6 10 砂質土

4.3 10.6 7 砂質土

SWS-4

と

七窪No.1_R7.3

SWS-3

と

七窪No.2_R7.3

SWS-14

と

七窪No.3_R7.3

SWS-11

と

No.4_H9.3

SWS-12

と

No.1_H9.3

２．追加調査結果

2.５ SWS試験からの換算N 値の妥当性確認

換算N 値算出式
(稲田の式）

・「SWS試験の換算N値（稲田式）」と「標準貫入試験のN値」は、比較的良好な相関がある。
「SWS試験の換算N 値（稲田式）」を用いた液状化判定の適用性・妥当性を確認した。
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３．宅地の液状化被害可能性判定

H1～Dcy判定図 H1～PL判定図

市街地液状化対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月 国土交通省都市安全課 P83～84より抜粋

市街地液状化対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月 国土交通省都市安全課 P67より抜粋

市街地液状化対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月 国土交通省都市安全課 P10より抜粋

「判定手法」および「液状化判定方法」は、以下のとおりである。

・ 判定手法 ： 「宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針」に準拠

・ 液状化判定方法 ： 「建築基礎構造設計指針」に準拠

3.1 判定手法および液状化判定方法
現状の地下水位における、宅地の液状化被害可能性判定を行うにあたり、
判定手法として、「宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針」に準拠し、
液状化判定方法は、 「建築基礎構造設計指針」に準拠し、
非液状化層厚（H1），液状化可能性指数（PL値），地表面変位量（Dcy）の考え方を用いた評価を行う。

19



試験値 一般値

1 七窪No.1_R7.3 SWS-4

2 七窪No.2_R7.3 SWS-3※

3 七窪No.3_R7.3 SWS-14

4
七窪No.4

(連続水位観測孔)
7.00

・近傍ボーリング柱状図(B.H9-No.1_H10.3)

 より設定（GL-0.0〜-15.0ｍ）

・①-①ʼ断⾯図より設定（GL-15.0〜-20.0ｍ）

同地点

・近傍ボーリング柱状図(B.H9-No.1_H10.3)

 の1.0m毎のN値（GL-0.0〜-15.0ｍ）

・各地層の設定N値（GL-15.0〜-20.0ｍ）

5 No.1_H9.3 15.00

・ボーリング柱状図(No.1_H9.3)

 より設定（GL-0.0〜-15.0ｍ）

・➄-➄ʼ断⾯図より設定（GL-15.0〜-20.0ｍ）

SWS-12

・ボーリング柱状図(No.1_H9.3)

 の1.0m毎のN値（GL-0.0〜-15.0ｍ）

・各地層の設定N値（GL-15.0〜-20.0ｍ）

6
SWS-5

(定期水位観測孔)

・SWS結果より設定（GL-0.0〜-5.0ｍ）

・➂-➂ʼ断⾯図より設定（GL-5.0〜-20.0ｍ）

・SWSの0.5m毎の換算N値（GL-0.0〜-5.0ｍ）

・各地層の設定N値（GL-5.0〜-20.0ｍ）

・0.5m毎のF c値(試験値)（GL-0.0〜-2.0ｍ）

・各地層の設定F c値（GL-2.0〜-20.0ｍ）

バイブロ採取（GL-0.0ｍ〜-2.0ｍ）

（採取区間0.5mピッチ）

7
SWS-7

(定期水位観測孔)

・SWS結果より設定（GL-0.0〜-5.0ｍ）

・④-④ʼ断⾯図より設定（GL-5.0〜-20.0ｍ）
・各地層の設定F c値（GL-0.0〜-20.0ｍ）

8
SWS-13

(定期水位観測孔)

・SWS結果より（GL-0.0〜-5.0ｍ）

・➄-⑤ʼ断⾯図より設定（GL-5.0〜-20.0ｍ）

バイブロ採取（GL-0.0ｍ〜-3.0ｍ）

（採取区間0.5mピッチ）

9
SWS-16

(定期水位観測孔)

・SWS結果より（GL-0.0〜-5.0ｍ）

・①-①ʼ断⾯図より設定（GL-5.0〜-20.0ｍ）

バイブロ採取（GL-0.0ｍ〜-3.0ｍ）

（採取区間0.5mピッチ）

・0.5m毎のF c値(試験値)（GL-0.0〜-3.0ｍ）

・各地層の設定F c値（GL-3.0〜-20.0ｍ）

➁

➂ 同地点5.00

・各地層の設定F c値（GL-0.0〜-20.0ｍ）

N値
土の単位体積重量γt

細粒分含有率F c 備考

① 20.00 ・ボーリング柱状図より設定 ・1.0m毎のN値

Ap層

Ac層

Ad層

As1層

As2層

・1.0m毎のF c値(試験値)

※距離が離れているため、

標高水位(SWS-3)と地盤標高(七窪

No.2_R7.3)より、GL地下⽔位に換算

パターン 液状化判定地点
調査深度

(GL-(m))

地層モデルの設定方法

（GL-20.0ｍまで）

設定地下水位

観測地点

液状化判定のための主な解析条件は、以下のとおりである。

・ 液状化判定方法 ： 「建築基礎構造設計指針」に準拠

・ 地下水位 ： 地下水位一斉観測結果（観測日：2025/11/8）

・ 設定外力 ： タイプ2（2.0m/s2（２００Gal），マグニチュード7.6）

・ 設定外力 ： タイプ2（１．７m/s2（１７０Gal），マグニチュード7.6）

・ 年代補正 ： 考慮しない（地盤生成年代による補正1.0）

・ 判定対象 ： 判定深さ20m（判定区間0.5ｍ毎）

検証用

検証用+設計用

３．宅地の液状化被害可能性判定

※ ：液状化判定地点(計9地点)

宅地の液状化被害可能性判定を行うため、地盤調査が実施された
七窪地区内の調査地点(計9地点)にて、液状化判定を行う。

液状化判定地点（計9地点）における解析条件一覧表

3.２ 判定条件

【液状化判定の実施地点および計算条件】
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３．宅地の液状化被害可能性判定

出典：かほく市より提供を一部抜粋

周辺の観測記録一覧表

防災科研
気象庁
地方公共団体

地点凡例

内灘町大学

金沢市西念

津幡町加賀爪

七窪地区周辺の震度観測点
（出典：気象庁 震度観測点に一部加筆）

拡大

21

3.２ 判定条件

過年度の検討により、液状化判定に使用する設定外力は2.0m/s2(200Gal)とされている。
七窪地区周辺で確認された観測地点位置関係を整理すると、内灘町大学で約1.73m/s2 (173Gal) 、
津幡町加賀爪で約1.88m/s2(188Gal )観測されている。

【地震時の設定外力について】

「内灘町大学（気象庁【石川県】）」の観測記録

「津幡町加賀爪（気象庁）」の観測記録



３．宅地の液状化被害可能性判定

各地層の設定土質定数

七窪No.1_R7.3

GL.-1.65m

As1

As2

Ac

Ad1

Ad2

Ap

GL.-0.0m

GL.-8.0m
GL.-8.5m

GL.-10.5m

GL.-20.0m

GL.-9.5m

GL.-5.0m

GL.-0.94m

Ap

Ac
As1

Ad1

As2

Ad2

GL.-0.0m

GL.-5.0m
GL.-5.5m

GL.-7.5m

GL.-20.0m

GL.-6.0m

GL.-4.0m

GL.-0.0m

GL.-10.5m

GL.-12.0m

GL.-15.0m

GL.-20.0m

GL.-5.0m

GL.-1.86m

Ac

As1

Ad1

As2

Ad2

GL.-1.75m

Ac

As1

Ad1

As2

Ap
Ad2

GL.-5.5m

GL.-4.5m

GL.-0.0m

GL.-5.0m

GL.-7.0m

GL.-20.0m

GL.-3.0m

GL.-2.03m

Ac

Ad1

As2

Ap

Ad2

GL.-0.0m

GL.-11.0m

GL.-16.5m

GL.-20.0m

GL.-11.5m

GL.-6.0m

GL.-1.59m

GL.-0.0m

GL.-6.0m

GL.-11.5m

GL.-20.0m

GL.-8.0m

GL.-4.0m

Ac

Ad1

As2

As1

Ad2

GL.-0.0m

GL.-6.0m

GL.-15.5m

GL.-20.0m

GL.-11.0m

GL.-5.0m

GL.-7.0m

GL.-17.5m

GL.-4.5m

GL.-1. 53m

Ac

Ad1

As1
Ap

As2

As2

Ac

Ad2

七窪No.2_R7.3

GL.-0.83m

Ac
As1

Ad1

As2

Ap

Ad2

GL.-7.0m

GL.-0.0m

GL.-5.5m
GL.-6.0m

GL.-8.0m

GL.-20.0m

GL.-3.0m

七窪No.3_R7.3 SWS-5No.1_H９.3 SWS-13 SWS-1６

GL.-0.89m

Ac

As1

Ad1

As2

Ap

Ad2

GL.-9.0m

GL.-0.0m

GL.-8.0m
GL.-8.5m

GL.-12.0m

GL.-20.0m

GL.-3.0m

SWS-7七窪No.4

各地点の地層モデル図

3.２ 判定条件
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【液状化判定の実施地点および計算条件（まとめ）】

※As1層は、Fc＞35％だが、砂質土層であるため液状化判定対象層とする。

Ad1層とAd2層

液状化判定のための主な解析条件は、以下のとおりである。

・ 液状化判定方法 ： 「建築基礎構造設計指針」に準拠

・ 地下水位 ： 地下水位一斉観測結果（観測日：2025/11/8）

・ 設定外力 ： タイプ2（2.0m/s2（２００Gal），マグニチュード7.6）

・ 設定外力 ： タイプ2（１．７m/s2（１７０Gal），マグニチュード7.6）

・ 年代補正 ： 考慮しない（地盤生成年代による補正1.0）

・ 判定対象 ： 判定深さ20m（判定区間0.5ｍ毎）

検証用

湿潤状態

γt(kN/m
3
)

Ad1層
19

(一般値)
5 5.4 〇

Ad2層
19

(一般値)
14 8.6 〇

Ap層 12 4 72.9 ×

As1層
17

(一般値)
4 35.6 〇

Ac層 16 2 71.5 ×

As2層
17

(一般値)
7 24.0 〇

地層名＼項目 設定N値

細粒分含有率

F c

(%)

単位体積重量
液状化判定

対象層

検証用+設計用



公⺠館●

●ドラッグストア

●二の橋

対策範囲対象外

七窪No.1 R7.3

SWS-5

SWS-7

No.1 H9.3

七窪No.3 R7.3 SWS-13 SWS-16

七窪No.2 R7.3

七窪No.4

３．宅地の液状化被害可能性判定

・現況地下水位における液状化判定の結果、 PL値、 Dcyともに7地点でC判定となる。
・地下水位(GL-)が浅い範囲（GL0～-1m: ）にある地点では、C判定である。
・地下水位(GL-)が比較的深い範囲（GL-1～-2m: ）にある地点でも、C判定である。

H1～Dcy判定図H1～PL判定図

3.３ 宅地の液状化被害可能性判定結果（タイプ2（2.0m/s2(2０0Gal)，マグニチュード7.6）
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地点の判定ランク凡例

PL値 Dcy

地点名 SWS-5 SWS-7 SWS-13 SWS-16

標高 7.12 7.32 6.13 6.14

地下水位(GL-m) 0.83 0.89 1.59 1.53

H 1(m) 4.00 0.89 2.00 1.53

P L 12.6 8.5 10.5 14.5

D cy(cm) 21.8 18.7 20.8 27.0

P L判定ランク B2 C C C

D cy判定ランク B2 C C C

地点名 七窪No.1_R7.3七窪No.2_R7.3七窪No.3_R7.3 七窪No.4 No.1_H9.3

標高 8.62 5.98 8.84 5.43 9.45

地下水位(GL-m) 1.65 0.94 1.86 1.75 2.03

H 1(m) 1.65 1.00 1.86 1.75 4.00

P L 8.4 12.8 9.7 11.5 5.0

D cy(cm) 16.6 17.2 24.1 23.8 12.7

P L判定ランク C C C C B1

D cy判定ランク C C C C B2

2025/11/8 ⼀⻫地下⽔位観測結果
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個人情報が含まれるため
非表示としています

個人情報が含まれるため
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・現況地下水位における液状化判定の結果、 PL値では3地点、 Dcyでは7地点でC判定となる。
・地下水位(GL-)が浅い範囲（GL0～-1m: ）にある地点では、概ねC判定である。
・地下水位(GL-)が比較的深い範囲（GL-1～-2m: ）では、 PL値において、B判定となる。（DcyではC判定となる。）

３．宅地の液状化被害可能性判定 24

H1～Dcy判定図H1～PL判定図

3.３ 宅地の液状化被害可能性判定結果（タイプ2（1.7m/s2(170Gal)，マグニチュード7.6）

公⺠館●

●ドラッグストア

●二の橋

対策範囲対象外

七窪No.1 R7.3

SWS-5

SWS-7

No.1 H9.3

七窪No.3 R7.3 SWS-13 SWS-16

七窪No.2 R7.3

七窪No.4

地点の判定ランク凡例

PL値 Dcy

地点名 七窪No.1_R7.3七窪No.2_R7.3七窪No.3_R7.3 七窪No.4 No.1_H9.3

標高 8.62 5.98 8.84 5.43 9.45

地下水位(GL-m) 1.65 0.94 1.86 1.75 2.03

H 1(m) 1.65 1.00 1.86 2.00 4.00

P L 2.3 7.5 4.7 6.9 1.7

D cy(cm) 7.7 12.7 17.1 17.3 7.4

P L判定ランク B3 C B3 C B1

D cy判定ランク C C C C B2

2025/11/8 ⼀⻫地下⽔位観測結果

地点名 SWS-5 SWS-7 SWS-13 SWS-16

標高 7.12 7.32 6.13 6.14

地下水位(GL-m) 0.83 0.89 1.59 1.53

H 1(m) 4.00 1.50 2.00 2.50

P L 6.2 2.5 3.5 8.2

D cy(cm) 15.7 10.2 13.6 19.9

P L判定ランク B2 B3 B3 C

D cy判定ランク B2 C C C

個人情報が含まれるため
非表示としています

個人情報が含まれるため
非表示としています

個人情報が含まれるため
非表示としています
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下端深度 下端深度 σv、σv' p c OCR p c-σv'

(GL-(m)) (T.P.(m)) (kN/m
2
) (kN/m

2
) (ー) (kN/m

2
)

Ad1 0 5.43 0

地下水位 3.00 2.43 57.0

Ad1 3.00 2.43 57.0

Ad2 4.25 1.18 69.5

Ap(T-1) 4.44 0.99 70.1 123.0 1.8 52.9

Ap 4.90 0.53 71.5

As1 5.40 0.03 75.5

Ac(T-2) 5.44 -0.01 75.7 350.0 4.6 274.3

Ac(T-3) 6.45 -1.02 82.8 157.0 1.9 74.2

Ac 6.90 -1.47 86.0

As2 20.00 -14.57 190.8

地層

(試料番号)

下端深度 下端深度、σv'(低下後GL-3m)p c OCR p c-σv'

(GL-(m)) (T.P.(m)) (kN/m
2
) (kN/m

2
) (ー) (kN/m

2
)

Ad1 0 5.43 0

地下水位 1.75 3.68 33.3

Ad1 3.00 2.43 45.8

Ad2 4.25 1.18 58.3

Ap(T-1) 4.44 0.99 58.8 123.0 2.1 64.2

Ap 4.90 0.53 60.2

As1 5.40 0.03 64.2

Ac(T-2) 5.44 -0.01 64.5 350.0 5.4 285.5

Ac(T-3) 6.45 -1.02 71.6 157.0 2.2 85.5

Ac 6.90 -1.47 74.7

As2 20.00 -14.57 179.5

地層

(試料番号)

４．地下水位低下に伴う圧密沈下の検討

●地下水位（低下前）

４.１ 圧密降伏応力と土被り圧の関係

25

・調査ボーリング結果(七窪No.4)より、有機質土層(Ap層)
および沖積粘性土層(Ac層)は、圧密降伏応力pcと有効土被り
圧σv’の関係より、過圧密状態である。

・ pc-σv’より、地下水位をGL-3mに低下しても、過圧密状態に
とどまる。

●地下水位（低下後GL-3m）

七窪No.4



４．地下水位低下に伴う圧密沈下の検討

４.2 圧密沈下の検討結果

26

• 地下水位低下後（GL-3ｍ）の間隙水圧分布は、Ac層下端深度より、間隙水圧は変化しない。
• 最終沈下量Sfは0.54㎝であり、圧密時間は10日程度で瞬時に終了する。
• 下表の沈下量の参考値より、最終沈下量Sfは許容値を満足する結果であった。

地下水位低下に伴う沈下量グラフ
地下水位低下に伴う間隙水圧変化のグラフ

As1層

As2層

Ac層

Ap層

出典：市街地液状対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月
国土交通省都市局都市安全課 P113より抜粋

10日程度で圧密が終了

七窪No.4

Ad2層

Ad1層

七窪No.4



５．液状化対策工法の選定

5.1 対策工法の比較検討

27

液状化に対する効果的な工法について以下に整理した。
比較の結果、適用性・経済性の観点より地下水位低下工法を最適工法とした。



集排水管の基本配置計画（案）

公⺠館●

●ドラッグストア

●二の橋

●市道②

●市道①

対策範囲対象外

浸透流解析
検討断面位置①

浸透流解析
検討断面位置②

浸透流解析
検討断面位置③

【集排水管配置検討方針】
・対策配置を検討する上での設計地震動は200Galである。

・液状化判定（200Gal）の結果では、七窪地区は全域で液状
化判定C判定であり、地区全体に対策を施す必要がある。
しかし、実際の被害状況と異なっていることから、対策は液
状化被害程度準半壊以上を網羅する範囲とする。
（左図に図示した。）

・集排水管の効果範囲を確認するために２次元浸透流解析を
実施する。検討は３断面２ケースを実施する予定である。

ケース１：市道①沿いに集排水管を配置した場合
ケース２：市道①および②に集排水管を配置した場合

５．液状化対策工法の選定

5.2 地下水位低下工法の配置検討方針

七窪地区の集排水管の配置検討の方針を示した。

【集排水管配置案の考え】
・市道に配置する。
・東西方向の道路に関しては、配置が過剰になることから、比較的道路が大きい4箇

所とした。
・市道①部の管配置深度はGL-3.5mとする。
・砂丘上段の市道②の管深度は解析結果より最終決定する。（基本はGL-3.5m）

設置深度
GL-3.5m

←市道①→

市道①市道②

設置深度
GL-3.5m

28

凡例

業務実施範囲

集排水管

南北方向の地質断面図 東西方向の地質断面図

Ad1層

Ap層As層 Ac層
As2層

Ad1層

Ap層
As1層

Ac層

Ad2層
Ad2層

←砂丘頂点まで

宇ノ気川まで→

個人情報が含まれるため
非表示としています



エリアB（矢板あり）
設置深度GL-2.6m

エリアA（矢板なし）
設置深度GL-4.2m

６．実証実験について 29

【七窪地区の実証実験について】
七窪地区に関しては地下水位低下工法の実証実験は実施しない方針とする。

・本設工事の着手時期を早める。
・対策効果を把握するために２次元浸透流解析を実施し、集排水管の効果を確認する。
・大崎地区では実証実験（地下水位低下工法）を実施している（2026年1月開始）。
大崎地区の実験結果を参考に七窪地区においての対策工の検討を実施する。

【参考：大崎地区実証実験状況】

大崎地区

エリアA

エリアB

引用:かほく市液状化対策工法検討のための実証実験
に係る実施設計業務委託_令和7年3月
パシフィックコンサルタンツ株式会社

集排水管
集排水管

矢板



７．住民意向調査について

【第3回 宅地の液状化対策に関する意向調査結果】

七窪地区では、2025年5月27日に液状化対策に関する住民説明会を開催し、液状化対策の必要
性の検証が必要であると判断された。宅地の液状化対策に関する意向を把握することを目的に住民
意向調査を実施する。

❚意向調査実施概要

・七窪への部に土地を所有の方
：384世帯

対象内訳

・郵送配布 郵送回収もしくはWEB回答調査方法

・2025年12月12⽇発送〜2025年12月26日締切
※締切後も提出可

調査期間

❚意向調査 設問概要

問１｜住⺠説明会の参加有無１.住⺠説明会

問２｜公共施設との一体的な液状化対策の必要性
問３｜液状化対策をしてほしくない理由

２.液状化対策

問４｜住宅再検討の実現希望時期
問５｜宅地復旧の支援制度の活用意向
問６｜宅地復旧の支援制度で想定する工事内容

３.住宅再建

問７｜宅地周辺の痕跡の有無
問８｜宅地周辺の痕跡の場所
問９｜宅地周辺の痕跡の記録の有無
問10｜宅地周辺の痕跡の記録の提供の可否
問11｜記録提供の連絡先

４.宅地周辺の痕跡

問12｜その他自由記入欄５.その他

※赤字：今回追加した設問

❚集計状況

❚回収状況 合計 223件
（郵送：158件、WEB：65件）
回収率 58％

集計率｜地区全体地区名

配布：384件
58%七窪地区

集計：223件

※配布世帯のうち、5世帯は所有者の死去や現況存在しない世
帯であったため調査なし。

※2026/1/31時点

30



７．住民意向調査について

【第3回 宅地の液状化対策に関する意向調査結果】
・ 7割の世帯が「住民説明に不参加であり、説明内容について把握していない」と回答。
・液状化対策については、 「市が主体となり公共施設と宅地を一体的に液状化すべき」との回答が
半数程度占める。
・液状化対策をしてほしくないと回答した10世帯の理由は、 半数以上が「地盤沈下の恐れがある」
ことであった。既に建物を復旧済みであり影響の恐れがあると回答した世帯は1割程度であった。
・住宅再建の実現希望時期は、 「5年以内」との回答が4割程度と最も多く占めた。

問１｜住民説明会の参加有無

問２｜公共施設との一体的な液状化対策の必要性 問４｜住宅再建の実現希望時期

問３｜液状化対策をしてほしくない理由

※複数回答も含む

※複数回答も含む

※複数回答も含む

(10世帯)
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７．住民意向調査について

【第3回 宅地の液状化対策に関する意向調査結果】
・支援制度の活用意向については、 6割弱の世帯が「宅地復旧の支援制度の意向はない」と回答。既
に活用に向けて取り組んでいる人は1割弱であった。
・支援制度想定する工事内容について、「具体的に必要な工事内容がわからない」「意向はない」と回
答した世帯が合わせて半数以上を占める。
・宅地の痕跡について、 「目立った痕跡はなし」と回答した世帯が最も多く4割を占めた。 2割程度
の世帯が「構造物の浮上・沈下」、1割程度の世帯が「噴砂」を回答。

問５｜宅地復旧の支援制度の活用意向

問６｜宅地復旧の支援制度で想定する工事内容 問８～11｜宅地周辺の痕跡の場所・記録について

問７｜宅地周辺の痕跡の有無

 写真等の記録の提供可能と回答
 データ受取のため個別の連絡先を記載いただいた方

：24世帯

※複数回答も含む

※複数回答も含む
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７．住民意向調査について

【第3回 宅地の液状化対策に関する意向調査結果】

凡例

液状化対策をしてほしくないと回答した世帯
（7世帯）

噴砂・噴水ありと回答した家屋
（35世帯）

・問2 ｜公共施設との一体的な液状化対策の必要性にて、 「4.液状化対策をしてほしくない」と回
答された方および、問７｜宅地周辺の痕跡の有無にて、「1.噴砂（砂の吹き出し）」「2.噴水（地下水の
ふきだし）」があると回答された方の家屋の場所を以下に示す。（※問8にて痕跡の住所を記載いた
だいている方はその住所を示した。）

33
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8．今後のスケジュール

今後のスケジュールを以下に示す。

34

進行予定月

第２回検討委員会令和8年２月

2次元浸透流解析の検討令和8年3月～4月

集排水管基本配置・深度の決定

第３回検討委員会
（対策計画の決定）

令和8年5月頃

対策工の詳細設計

住民説明
（対策工実施の合意）


